
　（別紙４-２） 事業所：グループホーム里の家　千歳

作成日：　    平成　２５年　８月　１９日

市町村受理日：平成　２５年　８月　１９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

3

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

重度化や終末期の支援を受けている入居者様
の状況は、全体の申し送り等で、確認し情報
を共有するようにする。ターミナルケアに向
けた資料などがある時は、各ユニットに配布
し、会議や日々のケアカンファレンスなどで
話し合っていく。
また、ターミナルケアに対して現場の判断で
難しい時は、必要に応じてDｒ、NSに相談する
等で、医療面からのアドバイスを積極的に受
けるようにしていく。

ホーム内で、ターミナルケアを実施している時
は、全職員共通の認識をもてるように情報を発
信していく。
職員によってはターミナルケアに対して不安を
抱いている職員もいる。不安を少しでも解消出
来るような取り組みを実施していく。（更なる
医療面との連携強化）

重度化や終末期に向けた研修などを行ってい
るが、ホーム全体での情報共有が十分とはい
えない。（個別性が非常に高いケースが多
い）

12ヶ月332

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

今後も毎月発行されている里の家便りに、運営推進
会議で話されている内容を記載し、次回の会議月も
記載する。議事録等の配布は、読む側によっては誤
解を招くことも十分に考えられるので、今後も面会
時等を利用して報告したり、遠方の方には、電話連
絡にて近況報告をする際に、会議の中身も簡単に報
告をさせて頂き要望などがないか確認をしていく。
議事録はホーム内で自由に閲覧して頂けるような取
り組みに努めていく。（その際は、誤解を招かない
ように補足説明もしっかり実施する）

今後も固定参加者以外の方が気軽るに会議
に参加出来るように、少しでも関心が深ま
る働き掛けを実施していく。（無理強いに
ならないように）

運営推進会議の参加者が固定化されている。
他の参加者を増やす取り組みが十分とはいえ
ない。

41 12ヶ月
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